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標本モデルにおける漸近理論

モデルの設定

　 を連続分布関数 をもつ母集団からの大きさ の無作為標本とす
る さらに の密度関数 は を満たす について対称な関
数とし 一般性を失うことなく と仮定する すなわち は互い
に独立で各 は について対称な同一の連続分布関数 をもつ と は それ
ぞれ の平均と分散であるが未知パラメータとする

漸近線形性

ただし

定理 　正則条件の下で に対して

が奇関数ならば より
系 　 が奇関数ならば 定理 の条件の下で に対して

を得る．



系 　 が奇関数ならば 定理 の条件の下で に対して

検定統計量と推定量を求めるために使われる関数 を

で定義し は が正規分布の 近傍
は標準正規分布の分布関数 は

とするときすべての に対して を満たすある分布関数
の中にあるときの近似的に最良な手法を与えるように決められる と の関係は と

をそれぞれ の密度関数と分布関数として

である

検定

で定義したものとする 尺度母数 を

の中央値 で推定する は が同一の正規分布
に従っている場合の の一致推定量である は異常値に関する頑健性をもっ

ている

とおくと 帰無仮説 の下で は分布関数 をもつ

とおく
定理 　 として の下で すなわち は標準正規分布に

分布収束する
証明　 は の一致推定量で 前節の を とおく このとき 系
より

ただし は を意味する



また で定理 を適用することにより

大数の法則，中心極限定理，著書の系 より 結果を得る

推定量

の解 を の点推定量で 推定量と呼ばれている ただし

の中央値

の中央値

は の一致推定量である
系 より

ただし

区間推定

とおくと 系 より

さらに

とおけば で定理 を適用することにより



により

より
補題 　

　
定理 　

は 漸近信頼区間である

標本モデルにおける漸近理論

モデルの設定

を連続分布関数 をもつ母集団からの大きさ の無作為標本
を連続分布関数 をもつ母集団からの大きさ の無作為標本とす

る すなわち は互いに独立で 各 は同一の分布関数
をもち 各 は同一の分布関数 をもつとする さらに 一般性を失うことなく

を仮定する このとき

が成り立ち はそれぞれ と の平均で は共通の分散となる これらは未知
パラメータとする

漸近線形性

とする



ただし

と仮定する
補題 　正則条件の下で に対して

定理 　正則条件の下で に対して

検定

とおき 尺度母数 を

で推定する は が同一の正規分布 に従っている場合
の の一致推定量である 関数 を で定義する このとき

で定義すれば の下で は同一の連続分布に従う

とおき

とおく



定理 　 として の下で すなわち は標準正規分布に
分布収束する
証明　 とおくと 定理 より

補題 より

ただし

定理 と同様の議論により証明が行える

推定量

とおき

とおく の解を とし を の点推定量とする

は の一致推定量である
定理 より

ただし とする



ただし

区間推定

とおくと 定理 を使って と同様に

さらに

とおけば と同様に

より

補題 　

　
定理 　

は 漸近信頼区間である
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